
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

製造業でもテレワーク!？

・従業員の通勤に伴う時間的、身体的負担がなくなり、業務により集中して取り組めるようになったことから、
生産性が向上した。

・テレワークは育児や介護と仕事の両立の一助になり、ワーク・ライフ・バランスが推進された。
・労働意欲はあるが、現場での勤務が難しくなった豊富な業務ノウハウを持っている高齢者などの多様な人材確
保につながった。

リモートワークが可能な部門の検討を行い、テレワークに適した業務のガイ
ドラインを定め、上司による許可制とした。また、テレワーク導入のための
環境整備、セキュリティ対策を実施した。

製造業向け

そんなことは、ありませ
ん。製造業でも導入して
いる会社はありますよ。

業種：製造業 従業員数：70名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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柔軟な働き方がしやすい環境整備に向けて
No.153

～製造業におけるテレワーク導入～

物理的に作らないといけないものは、デジタル化とか
できないし、さすがに製造業でリモートワークは無理
だと思うけど。

＜リモートワーク化が可能な業務を切り分ける＞
○テレワークが可能な部門を検討し、総務・経理部門、営業部
門、設計部門及び管理部門で上司が審査する許可制とした。

○テレワークで効率的に進めることができる業務とできない業
務のガイドラインを作成した。

＜従業員の意見とフォローアップ＞
○制度を拡充する前にトライアル期間を設け、トライアルを
行った部門の従業員に対する調査の結果を基に、運用の見直
しを含め制度改定を行った。

スマートグラスは、さまざまなセンサーや通
信機能を持ちメガネをかける要領で装着して
使用するウェアラブルデバイス。
カメラと網膜投射型のディスプレイを搭載し
ており、実際の景色に重ねて表示できる。
製造現場や建設現場の作業者目線の映像をリ
アルタイムでＰＣやタブレットに表示するこ
とができ、遠隔支援を行うことができる。

確かに、直接製造にかかわる部分は、リモートワー
ク化することは難しいですが、それ以外で可能な業
務はたくさんあります。例えば、総務・経理部門、
営業部門、設計部門、さらに、管理部門も導入が可
能です。

世間では、テレワークの導入
が進んでいるって聞くけど、
うちは製造業だから、導入は
無理だな。

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！
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現場に行く必要がある業務でも、一部ではリモート
ワークが可能な業務もあります。例えば、スマート
グラスを活用すれば、遠隔で現場管理・確認を行う
ことができます。可能な業務を切り分けて、無理な
くテレワークの導入に取り組みましょう。

【導入経費を助成！】
○人材確保等支援助成金
＜テレワークコース＞
新規にテレワーク導入に向けた取組を実施し、テ

レワーク実施実績等の基準を満たした場合に、導入
経費に対して助成します。
機器等導入助成率：30％
目標達成助成率：20%(生産性要件を満たした
場合35%)

上限額：100万円 又は 20万円
×対象労働者数のいずれか低い方

◆導入助成にも実績基準の達成状況等、一定の要件
があります。

https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/tetsuzuki.html
https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/tetsuzuki.html

